
中津市 清掃施設建設準備室
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説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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中津市ごみ総排出量 中津市 大分県 全国

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状
（１）ごみ年間総排出量と一人１日あたりの排出量

※1…令和３年７月から資源プラ収集開始 ※２…令和４年９月からごみ袋有料化制度開始
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※１ ※２

ごみ減量・資源化を推進する施策の一体的な実施と市民の皆さまの

ご協力により、ごみの減量と資源化が着実に図られています。
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（２）ごみ減量目標と実績

事業ごみ

資源ごみ

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

家庭系ごみ
（可燃・不燃・粗大・

その他ごみ）

△11ｇ

目標達成まで

△32ｇ



リサイクル

できるごみ

30％

（３）可燃ごみの中身（令和５年度調査結果）
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１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状



中津市クリーンプラザと埋立処分場の位置
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１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

埋立処分場

クリーンプラザ
米山公園

至 産業道路



（４）中津市クリーンプラザについて

・ 平成11年稼働開始 （26年経過）

※平均稼働年数は 20～25年
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１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

・ 令和2～4年に延命化工事を実施

※事業費 約19億円

中津市クリーンプラザは

令和１５年度 まで使用できる計画
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（５）中津市埋立処分場について

・ 平成 ３年：埋立開始
・ 平成21年：焼却飛灰セメント原料化開始

（年間費用 約６千万円）
・ 平成22年：第１処分場かさ上げ（2m）

（事業費 約1億3千万円）
・ 令和 元年：不燃物残渣、リサイクル残渣

セメント原料化開始
（年間費用 約8千５百万円）

埋立処分場の延命化のため、かさ上げ工事や埋立物の資源化を実施

令和５年度末の残容量は26,865㎥、令和39年度まで使用できる計画
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第一処分場

第二処分場

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

◇埋立処分場延命化の取組



令和7年度
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１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

（５）中津市埋立処分場について

令和2年度 令和7年度



説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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市報なかつ（R7.2月号）掲載内容
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２．新しいごみ処理施設整備の考え方

１. 施設整備とあわせた更なるごみの減量化・
資源化の推進

２. 資源循環の強化、持続可能な適正処理の
確保、脱炭素化の推進

３. 環境保全対策や安全対策に万全を期し、
エネルギーの回収・活用など環境にも配慮



説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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令和2年6月 環境省通知
広域化・集約化にかかる手引き
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３．広域処理に向けた検討（国）

広域化・集約化の必要性

安定的かつ効率的な廃棄物処理体制の構築

ごみ処理施設更新では、広域化・集約化を検討

・今後人口減少により、ごみ排出量の減少が見込まれる。

・単独でのごみ処理を継続した場合、効率が悪くなる。



令和5年3月
中津市一般廃棄物処理基本構想策定

令和6年12月16日
上毛町とごみの広域処理に向けた協議を
進めることについての基本合意書締結
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３．広域処理に向けた検討（中津市）

今後人口減少が進み、ごみ排出量の減少が想定される

新ごみ処理施設整備では、近隣市町との広域化も検討

単独よりも広域化の
優位性が高い
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３．広域処理に向けた検討

【４つの基本方針】

1. 安全・安心・安定的な広域処理体制の構築

2. 地域社会に貢献できる体制の構築

3. 環境負荷の少ない広域処理施設の整備

4. 経済性・効率性の確保



1. 安全・安心・安定的な広域処理体制の構築
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３．広域処理に向けた検討

【４つの基本方針】

最新技術による信頼性の高い施設整備を目指す。

2. 地域社会に貢献できる体制の構築

周辺地域との連携・協力により、地域社会に
貢献できる施設整備を目指す。



3. 環境負荷の少ない広域処理施設の整備
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３．広域処理に向けた検討

【４つの基本方針】

廃棄物エネルギーの有効活用や、省エネルギー化
などにより、環境負荷の少ない施設整備を目指す。

4. 経済性・効率性の確保

経済性・効率性を確保した広域処理体制を構築する。



説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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４．建設候補地の選定方針

環境面や経済面などから、客観性・合理性がある最も
望ましい建設用地(20,000㎡以上）を選定する。

１． 候補地の抽出基準

法的規制や災害の発生リスクなどにより、建設や運営等
を行う際に一定条件以上の規制がかかる区域等を除外。

２． 候補地の評価基準

地域特性や環境面、用地取得性、整備条件などの項目に
ついて基準を定め評価。
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４．建設候補地の選定方針

人口重心地から10ｋｍより遠い地域を除外

人口重心地

永添運動公園
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４．建設候補地の選定方針

候補地から除外する地域 （例示）

・ 自然公園法指定区域、自然環境保全法指定区域

・ 土砂災害特別警戒区域 「レッドゾーン」

・ 浸水想定区域 （５ｍ以上）

・ 都市計画区域内 「住居系区域及び商業系区域」

・ 景観に配慮する地区 「城下町エリア」 など



2

４．建設候補地の選定方針



説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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地域振興の一例 ： 集会所整備、道路・水路整備
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５．建設用地周辺の地域振興

建設用地の選定にあたっては、地権者や周辺住民

の皆さまのご理解とご協力を得られることが重要

であると考えています。

新しいごみ処理施設を建設する地域の振興を自

治会と協議したうえで実施することを考えています。
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５．建設用地周辺の地域振興

地域内で建設候補地として選出してもよい土地が

ある場合は、自治会を通じて令和7年7月18日（金）

までにご連絡ください。

建設候補地の主な条件
・敷地面積20,000㎡以上
・人口重心地から10ｋｍ以内

連絡先 ： 中津市 清掃施設建設準備室 ０９７９-3２-4698

候補地の申請手続きについては、個別にご説明します。



説明する内容

１．ごみ量の推移とごみ処理施設の現状

２．新しいごみ処理施設整備の考え方

３．広域処理に向けた検討

4．建設候補地の選定方針

5．建設用地周辺の地域振興

6．よくあるご質問
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６．よくあるご質問
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家庭から出るごみの「分別」について



家庭から出る油も
処理できます！

６．よくあるご質問
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家庭から出る「生ごみ」の減量について

◆生ごみの堆肥化

コンポスト化容器や生ごみ処理器「な

かつキエーロ」など、各家庭にあった

方法で生ごみを堆肥化しましょう。

中津市では、コンポスト化容器の購入

補助や、「なかつキエーロ」の助成販売

を行っています。

←電子で購入申請もできます！

※販売価格

大サイズ：5,000円

中サイズ：4,000円

小サイズ：4,500円 （キャスター付）



６．よくあるご質問
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家庭から出る「生ごみ」の減量について

◆生ごみ処理機などの購入費補助金

家庭から出る生ごみの減量と再資源化の促進を図

るため生ごみ処理機などを購入した費用の一部を

補助しています。

補助金額…購入金額の２分の1

【電気式生ごみ処理機】上限 30,000円

【生ごみコンポスト化容器】上限 2,500円

←電子で購入申請もできます！
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本説明会資料は中津市のホームページに掲載しています！

お電話でも説明内容に関する質問を受け付けています。

問合せ先

・新ごみ処理施設の建設に関すること

中津市 清掃施設建設準備室 ０９７９-3２-4698

・ごみの分別、減量に関すること

中津市 清掃管理課 0979-24-5374

最後に


